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令和元年度 浜松市中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する報告

令和２年６月

浜松市（静岡県）

全体総括

○計画期間：平成２７年１月～令和２年３月（５年３月） 

平成２７年１月以降、認定基本計画に基づき、「来たい都心
ま ち

」「住みたい都心
ま ち

」「参加したい都心
ま ち

」

といった三つの基本目標を設定し、各事業を実施してきたことで、特に休日における歩行者通行

量は上昇基調に転じ、また、公共施設の入場者数も増加させる等、まちなかのにぎわい創出が図

られている。

その要因として、平成２２年４月に民間主導で設立されたまちづくり団体「浜松まちなかにぎ

わい協議会」が、肴町商店街との雑貨市「まるたま市」、飲食イベント「浜松バル街」、千歳町を

中心とした飲食イベント「職人市場」、まちなかの多くの商店と協力して実施した「得する街の

ゼミナール」等の各種イベントを地道に開催し続けるとともに、コミュニティスペース「Ａｎｙ」

を平成２７年１１月にオープンし、起業希望者の掘り起しや新たな意欲溢れた人材を発掘してき

たことによって、積極的にまちづくりやイベントに参加する、または主催する関係者が増えてき

ていることが大きな成果につながっている。 

また、メインストリートである「鍛冶町大通り」の将来の理想像を検討する「中心市街地の発

展と役割を考える会」が商店街と地域住民によって設立され、ワークショップを通して街並みの

将来像を視える化した模型を作成して展示会を実施し、さらにワークショップにて提案されたイ

ベント等のアイデアブック「１００のアイデア」を踏まえたイベントを開催し、まちなかを盛り

上げたいプレイヤーを発掘するとともに、市民主体のまちづくりへの気運を高める等、中心市街

地活性化に向けて民間活力を最大限に活かした体制構築が進展している。 

一方で、鍛冶町地区再生事業における旧松菱百貨店跡地については、更地の状態が続いており、

平成２９年２月、令和元年６月に再開発事業者に対し事業計画提出等の勧告を行ったが、具体的

な事業計画案の提出には至っておらず、引き続き課題となっている。 

1. 計画期間終了後の市街地の概況 

【中心市街地の状況に関する基礎的なデータ】         （基準日：毎年度１月１日） 

（中心市街地

区域） 

平成26年度

(計画前年度) 

平成27年度

(１年目) 

平成28年度

(２年目) 

平成29年度

(３年目) 

平成30年度

(４年目) 

令和元年度

(最終年度) 

人口 
11,566 11,627 11,681 11,770 11,813 11,974 

人口増減数 
207 61 54 89 43 161 

自然増減数 
△43 14 △11 △51 △45 △80 

社会増減数 
250 47 65 140 88 241 

転入者数 
880 886 788 717 745 896 
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２．計画した事業等は予定どおり進捗・完了したか。また、中心市街地の活性化は図られた

か。（個別指標ごとではなく中心市街地の状況を総合的に判断） 

  【進捗・完了状況】 

① 概ね順調に進捗・完了した    ②順調に進捗したとはいえない 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた 

 ②若干の活性化が図られた 

   ③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

   ④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

３．進捗状況及び活性化状況の詳細とその理由（２．における選択肢の理由）
中心市街地活性化基本計画において、先ずは『まちなかにひとを増やす』ことを課題として、

様々な事業を地道に展開してきたこと、また、年間を通して、民間主体によるイベント等が頻繁

に開催されていることで、特に休日における歩行者通行量は、平成 26 年度の 99,392 人から令和

元年度には目標値 109,300 人を大きく上回る 130,416 人と上昇基調に転じた。また、公共施設の

入場者数も平成 26 年度の 1,493,078 人に対して、それぞれの施設ごとに、まちづくり団体や商

店街との連携などの積極的な取り組みにより入場者数を 1,685,230 人に増加させている。 

一方で、平日の歩行者通行量とまちなか全体の回遊性が課題となっており、平成 26 年度から

リノベーションスクールを開催するなど、魅力的な店舗や空間の創出を図ってきたことで、空き

店舗や空き地について平成 26年度の 71区画から平成 27年度には88区画と増加したものの令和

元年度には 68 区画と増加に歯止めがかかりつつあり、今後の改善が見込める。 

また、居住人口については、駅前周辺のマンション需要が堅調であることから、今後も居住人

口は増加するものと思われる。なお、居住人口の目標 13,100 人に対して、令和元年度 11,974 人

であったのは、再開発事業のタワーマンションの入居が計画期間中に間に合わなかったものと、

優良建築物等整備事業におけるマンション2棟分のうち1棟分が延期になったことによるもので

あるが、計画期間中は 615 人増加している。 

これまでの中心市街地活性化基本計画における方針を踏まえて、民間主体のまちづくり団体

「浜松まちなかにぎわい協議会」や商店街との官民連携により、まちづくりやにぎわい創出に積

極的に参加する、または主催する多くの方々が増えてきたことで、持続的に中心市街地活性化に

取り組む体制が構築できたことから、中心市街地活性化について大きな成果があったものと考え

られる。 

４．中心市街地活性化基本計画の取組等に対する中心市街地活性化協議会の意見 

 【活性化状況】 
①かなり活性化が図られた 

 ②若干の活性化が図られた 

   ③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

   ④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

浜松市中心市街地活性化協議会としては、行政、商工会議所、まちづくり団体、商店街、地域住民等

との官民連携による中心市街地活性化を推進してきた結果、順調に成果はあったものと評価している。 

一方で、本計画認定前からの大きな課題であった鍛冶町地区再生事業については、行政の努力は

認めるものの進展が見られないこと、また、中心市街地の将来目指すべき都市像が具体的な絵などで示

し切れていないこと等の指摘があったが、進んでいる方向性に間違いはなく、引き続き、これまでの取り

組みを地道に続けるべきであるとの意見であった。 
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５．市民意識の変化

【活性化状況】
①かなり活性化が図られた

②若干の活性化が図られた  

③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし）

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化）

中心市街地活性化に関するヒアリング 

調査日：令和元年11月～1月 

 調査方法：中心市街地の関係者への個別ヒアリング 

 調査人数：30人 

計画期間中から歩行者通行量等、土日祝日については改善が見られ、以前よりも中心市街地は

活性化しているとの意見が大半であったが、鍛冶町地区再生事業（旧松菱百貨店跡地）の進展を

望む声が多い中で、事業の進展がみられないことから、評価はしつつも十分な活性化等が図られ

ているとは言えず、若干の活性化に留まる意見が大半であった。 

６．今後の取組
今後については、これまでの中心市街地活性化基本計画における方針を踏襲しながら、引き続

き、官民連携による公共空間の利活用推進事業やリノベーションスクール等の都心既存ストック

の利活用事業など様々な事業を地道に推進しながら、さらに踏み込んだ事業を展開していくこと

で、現計画において課題となった「まちなか全体の回遊性の向上」、「平日昼間のにぎわいの創出」

の改善に向けて取り組むことが必要である。

 具体的には、これまでの取り組みに加えて、まちなかに魅力的な店舗を数多く点在させるとと

もに、新たな憩いやにぎわいの空間を創出し、これまで広場として中心市街地活性化に寄与して

いた浜松市ギャラリーモールや既存の魅力的な店舗とを結びながら、来街目的となる場所の増

加、併せて、魅力的な企業や起業家の集積を図ることで、歩いて楽しいまちなかを創出していく。

 なお、今後の中心市街地活性化については、これまでの基本計画を踏まえながら市独自の方針

や目標を定めて推進していく。

（浜松市の今後の中心市街地活性化の方針）
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（参考）

各目標の達成状況 

目標 目標指標 基準値 目標値 
（参考） 
目標の 
80％ 

最新値 達
成 
状
況 

（数値） （年月）

来たい都心
ま ち

～にぎわい
のある魅力
あふれる空
間の創出～ 

歩行者 

通行量 

（休日） 

99,392 人 
（H26） 

109,300 人 
（H31） 

107,318 人 
（R1） 

130,416 人 

（Ｒ1） 
R1.10 A 

公共施設 

入場（来場）者

数

1,493,078 人 

（H25）

1,550,000 人 

（H31）

1,536,616 人 

（R1） 

1,685,230

人 

（R1）

R2.3 A 

住 み た い
都心
ま ち

～快適な都
心生活空間
の創出～ 

中心市街地の 

居住人口 

11,359 人 
（H25） 

13,100 人 
（H31） 

12,752 人 
（R1） 

11,974 人 

（R1） 
R2.1 B2 

参加したい
都心
ま ち

～市民協働
による浜松
型都心経営
モデル～ 

空き店舗 
区画数 
（対象地域： 
都市再生緊急
整備地域
40ha） 

71 区画 
（H26） 

53 区画 
（H31） 

57 区画 

（R1） 

68 区画 

（R1） 
R1.11 B2 

＜参考指標＞ 
法人数 
（対象地域： 
計画区画 

220ha）

1,152 社 

（H26）

1,167 社 

（H31）

1,164 社 

（R1） 

1,215 社 

（R1）
R2.１ Ａ 

注）達成状況欄 （注：小文字のａ、ｂ1、b2、ｃは下線を引いて下さい） 
Ａ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。さらに、最新の実績でも目標値を超えることができた。） 

ａ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。一方、最新の実績では目標値を超えることができた。） 

Ｂ1（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。また、最新の実績では目標値の 80％を達成。） 

Ｂ2（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では目標値の 80％には及ばず。） 

ｂ1（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。一方、最新の実績では目標値の 80％を達成。） 

ｂ2（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では目標値の 80％には及ばず。） 

Ｃ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では目標値および基準値にも及ばなかった。） 

ｃ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では目標値および基準値にも及ばな

かった。） 
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個別目標

「歩行者通行量（休日）」※目標設定の考え方認定基本計画 P.97～P.100 参照 

１．調査結果の推移

※調査方法：調査員が数取器を用い調査地点（27 地点）を通過する歩行者を休日 10 時～

20 時の 10 時間計測

※調 査 月：令和元年 10 月 

※調査主体：浜松市 

※調査対象：歩行者通行量対象 8 地点 

①ザザシティ浜松西館、②旧松菱、③松菱通り、④Cビル前、 

⑤遠州鉄道新浜松駅下、⑥プレスタワー前、⑦JR 浜松駅北口、 

⑧遠鉄百貨店東側 

を通過する中学生以上の歩行者数（自転車、車いす等を含む）  

２．目標の達成状況【A】
休日の中心市街地主要 8 地点における歩行者通行量は、多くの事業が順調に推進されてきたた

め、また、中心市街地の活性化を目的に設立された「浜松まちなかにぎわい協議会」が、商店街

と連携したイベントを地道に開催し続けるとともに、起業希望者の掘り起しや新たな意欲溢れた

人材を発掘してきたことで、1 年を通して休日には、中心市街地の様々な場所でイベントが開催

されている環境が整い、来街が促進されたため、目標を達成した。 

年 （単位：人）

H26 99,392

（基準年値）

H27 90,313

H28 90,958

H29 105,102

H30 102,049

R1 130,416

R1 109,300

（目標値）
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

歩行者通行量の推移（休日）



6 

３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果）

①．浜松城公園整備事業（浜松市） 

事業実施期間 平成２３年度～令和元年度 

事業概要 浜松城公園の歴史的価値の顕在化を図るため、「浜松城公園歴史ゾ

ーン整備基本計画」に基づき浜松城の整備を行い、来街者の増加及

び中心市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

社会資本整備総合交付金（都市公園等事業）（国土交通省） 

（平成２６年度～令和元年度） 

目標値・最新値及び

達成状況

概ね計画通りに進捗しており、令和元年度は富士見櫓周辺の整備に

向けて周辺樹木の伐採を実施した。また、令和元年度の浜松城天守

閣への入場者数は 211,172 人（前年度１９９，５４４人）と昨

年度に比べて増加した。要因としては、浜松城周辺が順調に整備さ

れてきたことから大河ドラマ終了以降減少した来場者が戻ってき

ていることからである。

達成した（出来なか

った）理由

大河ドラマ「女城主直虎」で来場者を大きく伸ばしながら、その間

もエントランスゾーンの整備等により大きく環境が整備されたこ

とで来場者を確保している。 

計画終了後の状況

（事業効果）

概ね順調に整備が進んでおり、引き続き中心市街地の活性化に寄与

する歴史施設として効果を発揮している。 

一方で新型コロナウイルス感染症の影響により、現在の来場者は減

少傾向にある。

事業の今後につい

て

引き続き「浜松城公園歴史ゾーン整備基本計画」に基づき浜松城の

整備を行い、来街者の増加及び中心市街地の活性化を図る。 

②．アクトシティ浜松管理・運営事業（浜松市・指定管理者）

事業実施期間 平成６年度～【実施中】 

事業概要 「音楽の都づくり」の拠点施設であるアクトシティ浜松を効果的に

活用し、文化的価値と市民需要の両面を満たした多くの芸術文化事

業を展開し、にぎわいのある魅力溢れる空間を創出することで中心

市街地活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度の来場者数は７５８，３７８人（前年度８６１,2１６人）

と新型コロナウイルス感染症の影響もあり減少している。令和元年

度には２５周年を迎えたこともあり、25周年イベント「浜松恐竜

ワールド２０１９」など、積極的に大型のイベントを開催しており、

世界の音楽文化の振興、国際交流の推進拠点となっている。

達成した（出来なか

った）理由

令和元年度終盤の新型コロナウイルス感染症の影響はあったもの

の、事業者の努力により減少を最低限に抑えた結果、公共施設の来

場者目標を達成できた。 

計画終了後の状況

（事業効果）

引き続き、音楽文化振興、国際交流等も含めた中心市街地になくて

はならない拠点として機能している。 

なお、令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響を大きく受けてい

る状況である。

事業の今後につい

て

引き続き、3 年に 1 度開催の国際ピアノコンクールなど、楽器と

音楽のまちとしての歴史と伝統を誇るにふさわしい国際的文化事

業を継続していく。
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③．楽器博物館管理・運営事業（浜松市・指定管理者） 

事業実施期間 平成７年度～【実施中】 

事業概要 「楽器収集・保存・調査・展示と音楽文化の向上」、「音楽の都づく

り」、「世界都市浜松としての情報発信と音楽文化への貢献」に寄与

する事業を実施することで、中心市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度の来場者数は 82,617 人（前年度 87,９０２人）と新

型コロナウイルス感染症の影響もあり減少している。国内では珍し

い博物館という強みを活かしており、安定的な来場者を確保してい

る。

達成した（出来なか

った）理由

国内でも珍しい楽器の博物館であるため、安定した来場者を確保で

きている。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルスの影響を受けているが、状況を踏まえながら来

場者増加に向けて運営していく。

事業の今後につい

て

当該施設は、日本で唯一の公立楽器博物館であり、「音楽のまち 浜

松」を推進していくための重要拠点の１つであるとともに中心市街

地の活性化に寄与していることから、引き続き来場者の増加を図っ

ていく。

④．浜松こども館管理・運営事業（浜松市・指定管理者）

事業実施期間 平成１３年度～【実施中】 

事業概要 遊びを通じた多様な社会・文化体験と交流機会の提供を目的に、遊

び・創造・展示が体験できる文化施設として、年齢の異なる子ども

たちに幅広く交流できる機会を提供し、児童の健全育成を図るとと

もに、子育て支援機能を持った複合施設を管理運営することで中心

市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度の来場者数は 184,695 人（前年度 228,702 人）と

なっているが、これは施設の改修 2 か月間と新型コロナウイルス

感染症1か月、合計3か月にわたる休館期間があったためである。 

達成した（出来なか

った）理由

平成 27 年度以降来場者を増やし続け安定した来場者を確保して

きた 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症による影響により休館期間が発生して

いたが、開館後、来場者増加に向けて推進していく。 

事業の今後につい

て

こどもと子育て世代の親を中心市街地と結ぶ重要拠点であること

から、引き続き、来場者の増加に向けて管理運営していく。 
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⑤．観光客誘致等事業（浜松市）

事業実施期間 平成２５年度～【実施中】 

事業概要 多彩な地域資源を活かした観光地づくりをはじめ、産業観光の推進

と観光プロモーションの強化、インバウンド戦略の推進に関する事

業を実施。県内外からの交流人口を増加させ、中心市街地の賑わい

のある魅力溢れる空間の創出を図るもの。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度は、浜松市の魅力発信館「Ｔｈｅ ＧＡＴＥ ＨＡＭＡＭ

ＡＴＳＵ（ザ・ゲート・ハママツ）」を２０１９年１月６日にオー

プンし、令和元年度来館者数は約２０万人であった。「ビーチ・マ

リンスポーツ」や大河ドラマ「いだてん」の世界観が味わえる展示

コーナーや「レンタサイクルステーション」、「手荷物預かり」や「観

光案内サービス」も受けられ、浜松の情報発信拠点として、中心市

街地に限らず、浜松市全体のにぎわいや回遊性の向上に寄与した。 

達成した（出来なか

った）理由

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたものの、イベント

も含め様々な観光施策を実施した効果があった。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けているが、浜松市の

魅力発信館「Ｔｈｅ ＧＡＴＥ ＨＡＭＡＭＡＴＳＵ（ザ・ゲート・

ハママツ）」を令和２年度も運営するなど、各種観光施策による来

街者の回復を図っている。

事業の今後につい

て

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえつつ、状況に応じた観光

施策を実施していく。

⑥．都心ゲートパーク北地区整備事業（浜松市）

事業実施期間 平成１８年度～【実施中】 

事業概要 鉄道高架下の公共空間である都心ゲートパーク北地区を見直し、中

心市街地の回遊性向上を図り、新たな集客拠点として再整備してい

く。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度は、浜松市の魅力発信館「Ｔｈｅ ＧＡＴＥ ＨＡＭＡＭ

ＡＴＳＵ（ザ・ゲート・ハママツ）」を２０１９年１月６日にオー

プンし、令和元年度来館者数は約２０万人であった。「ビーチ・マ

リンスポーツ」や大河ドラマ「いだてん」の世界観が味わえる展示

コーナーや「レンタサイクルステーション」、「手荷物預かり」や「観

光案内サービス」も受けられ、浜松の情報発信拠点として、中心市

街地に限らず、浜松市全体のにぎわいや回遊性の向上に寄与した。 

達成した（出来なか

った）理由

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたものの、年度初め

から順調に来館者を伸ばしていたため効果を発揮した。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けているが、浜松市の

魅力発信館「Ｔｈｅ ＧＡＴＥ ＨＡＭＡＭＡＴＳＵ（ザ・ゲート・

ハママツ）」を令和２年度も運営するなど、中心市街地への来街者

の回復を図っている。

事業の今後につい

て

浜松ならではの展示コーナーやコンテンツ、さらには、イベント開

催も企画するなどし、さらなる集客を図っていく。また、来場者に

中心市街地の魅力や情報を発信し、回遊性の向上に寄与していく。
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⑦．創造都市浜松推進事業（浜松市・まちづくり組織）

事業実施期間 平成２７年度～【実施中】 

事業概要 官民が連携して遊休不動産のリノベーション等によるインキュベ

ート施設、シェアオフィス等を設置・運営するとともに、雑貨市『ま

るたま市』を開催しながら、将来、中心市街地で創業するクリエイ

ター等の掘り起こしや誘発を推進していくことで、中心市街地に好

循環を生み出す仕組みを構築する。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度もまるたま市を年2回 4日間を年１回２日間と変更し

たものの引き続き開催した。出店数は約１００店舗（前年度２０２

店舗）ならびに来場者数 7,200 人（前年度 18,900 人）と年々

定着してきており、起業候補者の発掘・育成に寄与している事業と

言える。商店街等への新規出店数の増加に繋げることが課題となっ

ているため、他事業とも連携をしていく必要がある。

達成した（出来なか

った）理由

イベントとしての「まるたま市」の集客力は定着していることもあ

り安定していた。 

計画終了後の状況

（事業効果）

起業、創業を目指すクリエイターの発掘を目的として「まるたま市」

を引き続き実施する。

事業の今後につい

て

「まるたま市」は継続開催しつつ、浜松まちなかにぎわい協議会が

運営しているコワーキングスペース等の施設「Ａｎｙ」を有効活用

しながら起業、創業を支援していく。

⑧．公共空間の利活用推進事業（浜松市・まちづくり組織）

事業実施期間 平成２６年度～【実施中】 

事業概要 バスターミナル地下広場、アクト通り、鍛冶町大通り、新川緑地等

をにぎわい創出を目的とした公共空間として積極的に活用し、民間

活力を最大限に発揮できる体制により当該空間を運営することで

中心市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

月に 1 回朝市を開催しているアクト通りでは、地元自治会や学生

の協力もあり出店者数が増加中、来場者数についても年間5,０00

人（前年度 ５，６００人）と徐々に増加しており、地域に根差し

たイベントとなってきている。また、新たなにぎわい創出の場とし

て新川緑地の再整備に向けて設計等を実施した。

達成した（出来なか

った）理由

まちづくり会社、自治会、大学等の地域連携による取り組みであり、

地域のコミュニティの場として定着した。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、現在、休止中であ

るが、あらためて体制が整えば再開する

事業の今後につい

て

アクト通りで開催している朝市は、出店者および来場者ともに順調

に伸びており、地域に根差したイベントになっている。また、周辺

イベントと連携を図り回遊性も向上してきた。今後も引き続きイベ

ントを実施することで集客やにぎわいの創出を図る。
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⑨．シティプロモーション事業（浜松市）

事業実施期間 平成２４年度～【実施中】 

事業概要 『出世の街 浜松』のPRに重点を置いた一貫性やストーリー性の

あるシティプロモーションを実施すると共に、徳川家康公関連のイ

ベント事業や、出世城と言われる浜松城を中心に回遊性を高めるこ

とにより、賑わいのある魅力溢れる空間の創出を目標とし、中心市

街地の活性化を図るもの。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度は、浜松市の魅力発信館「Ｔｈｅ ＧＡＴＥ ＨＡＭＡＭ

ＡＴＳＵ（ザ・ゲート・ハママツ）」を２０１９年１月６日にオー

プンし、令和元年度来館者数は約２０万人であった。「ビーチ・マ

リンスポーツ」や大河ドラマ「いだてん」の世界観が味わえる展示

コーナーや「レンタサイクルステーション」、「手荷物預かり」や「観

光案内サービス」も受けられ、浜松の情報発信拠点として、中心市

街地に限らず、浜松市全体のにきわいや回遊性の向上に寄与した。

達成した（出来なか

った）理由

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたものの、様々なシ

ティプロモーションを実施した効果があった。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けているが、浜松市の

魅力発信館「Ｔｈｅ ＧＡＴＥ ＨＡＭＡＭＡＴＳＵ（ザ・ゲート・

ハママツ）」を令和２年度も運営するなど、シティプロモーション

による来街者の回復を図っている。

事業の今後につい

て

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえつつ、状況に応じたシテ

ィプロモーション及び観光施策を実施していく。

⑩．鍛冶町大通り利活用調査検討事業（自治会及び商店街）

事業実施期間 平成２７年度～【実施中】 

事業概要 中心市街地のメインストリートである鍛冶町大通りの再生及びに

ぎわい創出のため、地元自治会及び商店街の民間活力を最大限に活

用し、当該通りの利活用を含めた将来像を調査、検討することで、

今後の中心市街地活性化の体制強化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

これまでの活動をとりまとめるとともに、今後の活動におけるプレ

イヤーを発掘、支援する体制を整えた。

達成した（出来なか

った）理由

自治会及び商店街によって設立されたこともあり、各種事業に参画

意識の醸成が図れた。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、基本計画終了とともに一

旦休止としている。

事業の今後につい

て

新型コロナウイルス感染症の状況も踏まえて、今後もプレイヤーの

発掘、鍛冶町通りの有効活用を検討、実施していく。
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４. 今後の対策
主要事業は概ね順調に進捗していたため、今後も、これまでの各種事業を継続的に取り組んで

いくとともに、さらに踏み込んだ事業を展開していくことで、「まちなか全体の回遊性の向上」、

「平日昼間のにぎわいの創出」の改善に向けて取り組むことが必要である。

 具体的には、これまでの取り組みに加えて、まちなかに魅力的な店舗を数多く点在させるとと

もに、新たな憩いやにぎわいの空間を創出し、これまで広場として中心市街地活性化に寄与して

いた浜松市ギャラリーモールや既存の魅力的な店舗を結びながら、来街目的となる場所の増加、

併せて、魅力的な企業や起業家の集積を図ることで、歩いて楽しいまちなかを創出していく。
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個別目標

「公共施設入場（来場）者数」※目標設定の考え方認定基本計画 P.101～P.104 参照 

１．調査結果の推移

※調査方法：各施設へ利用者数実績を聞き取り調査 

※調 査 月：平成３１年４月 

※調査主体：浜松市 

※調査対象：各施設の利用者数（一部施設、託児人数を除く ） 

〇中心市街地周辺の主な公共施設入場者数実績（単位：人） 

施 設 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ 

浜松城 127,725 159,458 168,441 165,026 185,072 214,396 241,834 278,632 199,544 211,172 

浜松科学館 217,940 179,997 197,229 210,953 228,412 240,569 210,228 246,694 0 248,174 

楽器博物館 79,621 81,371 88,591 87,898 86,605 96,236 88,139 87,370 87,902 82,617 

浜松 

こども館 
183,518 184,532 169,819 171,055 181,050 203,265 207,058 206,264 228,702 184,695 

浜松市 

美術館 
79,786 67,119 53,614 72,157 85,356 38,724 52,196 36,352 101,575 174,622 

アクトタワー 

展望回廊 
29,219 27,162 25,459 25,211 24,393 23,391 26,685 25,643 23,721 25,572 

アクトシティ 

(ホール・会

議室) 

688,967 764,405 793,062 760,778 763,029 806,398 771,536 799,263 861,216 758,378 

公共施設 

入場者数 
1,406,776 1,464,044 1,496,215 1,493,078 1,553,917 1,622,979 1,597,676 1,680,218 1,502,660 1,685,230 

２．目標の達成状況【A】
公共施設入場（来場）者数は、公共施設によっては、改修やリニューアルをしつつ、それぞれ

の公共施設が来場者の増加を図るべく、新たなイベント等を積極的に展開したことで、多くの方

の来街が促進されたため目標を達成した。 

年 （単位：人）

H25 1,493,078

（基準年値）

H26 1,553,917

H27 1,622,979

H28 1,597,676

H29 1,680,218

H30 1,502,660

R1 1,685,230

R1 1,550,000

（目標値）

1,300,000

1,350,000

1,400,000

1,450,000

1,500,000

1,550,000

1,600,000

1,650,000

1,700,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

公共施設入場者数合計
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３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果）

①．浜松城公園整備事業（浜松市）【再掲】 

事業実施期間 平成２３年度～【実施中】 

事業概要 浜松城公園の歴史的価値の顕在化を図るため、「浜松城公園歴史ゾ

ーン整備基本計画」に基づき浜松城の整備を行い、来街者の増加及

び中心市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

社会資本整備総合交付金（都市公園等事業）（国土交通省） 

（平成２６年度～令和元年度） 

目標値・最新値及び

達成状況

概ね計画通りに進捗しており、令和元年度は富士見櫓周辺の整備に

向けて周辺樹木の伐採を実施した。また、令和元年度の浜松城天守

閣への入場者数は 211,172 人（前年度１９９，５４４人）と昨

年度に比べて増加した。要因としては、浜松城周辺が順調に整備さ

れてきたことから大河ドラマ終了以降減少した来場者が戻ってき

ていることからである。

達成した（出来なか

った）理由

大河ドラマ「女城主直虎」で来場者を大きく伸ばしながら、その間

もエントランスゾーンの整備等により大きく環境が整備されたこ

とで来場者を確保している。 

計画終了後の状況

（事業効果）

概ね順調に整備が進んでおり、引き続き中心市街地の活性化に寄与

する歴史施設として効果を発揮している。 

一方で新型コロナウイルス感染症の影響により、現在の来場者は減

少傾向にある。

事業の今後につい

て

引き続き「浜松城公園歴史ゾーン整備基本計画」に基づき浜松城の

整備を行い、来街者の増加及び中心市街地の活性化を図る。 

②．アクトシティ浜松管理・運営事業（浜松市・指定管理者）【再掲】

事業実施期間 平成６年度～【実施中】 

事業概要 「音楽の都づくり」の拠点施設であるアクトシティ浜松を効果的に

活用し、文化的価値と市民需要の両面を満たした多くの芸術文化事

業を展開し、にぎわいのある魅力溢れる空間を創出することで中心

市街地活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度の来場者数は７５８，３７８人（前年度８６１,2１６人）

と新型コロナウイルス感染症の影響もあり減少している。令和元年

度には２５周年を迎えたこともあり、25周年イベント「浜松恐竜

ワールド２０１９」など、積極的に大型のイベントを開催しており、

世界の音楽文化の振興、国際交流の推進拠点となっている。

達成した（出来なか

った）理由

令和元年度終盤の新型コロナウイルス感染症の影響はあったもの

の、事業者の努力により減少を最低限に抑えた結果、公共施設の来

場者目標を達成できた。 

計画終了後の状況

（事業効果）

引き続き、音楽文化振興、国際交流等も含めた中心市街地になくて

はならない拠点として機能している。 

なお、令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響を大きく受けてい

る状況である。

事業の今後につい

て

引き続き、3 年に 1 度開催の国際ピアノコンクールなど、楽器と

音楽のまちとしての歴史と伝統を誇るにふさわしい国際的文化事

業を継続していく。
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③．楽器博物館管理・運営事業（浜松市・指定管理者）【再掲】 

事業実施期間 平成７年度～【実施中】 

事業概要 「楽器収集・保存・調査・展示と音楽文化の向上」、「音楽の都づく

り」、「世界都市浜松としての情報発信と音楽文化への貢献」に寄与

する事業を実施することで、中心市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度の来場者数は 82,617 人（前年度 87,９０２人）と新

型コロナウイルス感染症の影響もあり減少している。国内では珍し

い博物館という強みを活かしており、安定的な来場者を確保してい

る。

達成した（出来なか

った）理由

国内でも珍しい楽器の博物館であるため、安定した来場者を確保で

きている。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルスの影響を受けているが、状況を踏まえながら来

場者増加に向けて運営していく。

事業の今後につい

て

当該施設は、日本で唯一の公立楽器博物館であり、「音楽のまち 浜

松」を推進していくための重要拠点の１つであるとともに中心市街

地の活性化に寄与していることから、引き続き来場者の増加を図っ

ていく。

④．浜松こども館管理・運営事業（浜松市・指定管理者）【再掲】

事業実施期間 平成１３年度～【実施中】 

事業概要 遊びを通じた多様な社会・文化体験と交流機会の提供を目的に、遊

び・創造・展示が体験できる文化施設として、年齢の異なる子ども

たちに幅広く交流できる機会を提供し、児童の健全育成を図るとと

もに、子育て支援機能を持った複合施設を管理運営することで中心

市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度の来場者数は 184,695 人（前年度 228,702 人）と

なっているが、これは施設の改修 2 か月間と新型コロナウイルス

感染症1か月、合計3か月にわたる休館期間があったためである。 

達成した（出来なか

った）理由

平成 27 年度以降来場者を増やし続け安定した来場者を確保して

きた 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症による影響により休館期間が発生して

いたが、開館後、来場者増加に向けて推進していく。 

事業の今後につい

て

こどもと子育て世代の親を中心市街地と結ぶ重要拠点であること

から、引き続き、来場者の増加に向けて管理運営していく。 
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⑤．シティプロモーション事業（浜松市）【再掲】

事業実施期間 平成２４年度～【実施中】 

事業概要 『出世の街 浜松』のPRに重点を置いた一貫性やストーリー性の

あるシティプロモーションを実施すると共に、徳川家康公関連のイ

ベント事業や、出世城と言われる浜松城を中心に回遊性を高めるこ

とにより、賑わいのある魅力溢れる空間の創出を目標とし、中心市

街地の活性化を図るもの。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度は、浜松市の魅力発信館「Ｔｈｅ ＧＡＴＥ ＨＡＭＡＭ

ＡＴＳＵ（ザ・ゲート・ハママツ）」を２０１９年１月６日にオー

プンし、令和元年度来館者数は約２０万人であった。「ビーチ・マ

リンスポーツ」や大河ドラマ「いだてん」の世界観が味わえる展示

コーナーや「レンタサイクルステーション」、「手荷物預かり」や「観

光案内サービス」も受けられ、浜松の情報発信拠点として、中心市

街地に限らず、浜松市全体のにぎわいや回遊性の向上に寄与した。

達成した（出来なか

った）理由

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたものの、様々なシ

ティプロモーションを実施した効果があった。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けているが、浜松市の

魅力発信館「Ｔｈｅ ＧＡＴＥ ＨＡＭＡＭＡＴＳＵ（ザ・ゲート・

ハママツ）」を令和２年度も運営するなど、シティプロモーション

による来街者の回復を図っている。

事業の今後につい

て

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえつつ、状況に応じたシテ

ィプロモーション及び観光施策を実施していく。

⑥．浜松こども館を核としたまちなか子育て支援事業（浜松市・指定管理者）

事業実施期間 平成２６年度～【実施中】 

事業概要 これからの中心市街地をつくるのは、これからの子どもたちという

コンセプトのもと、多くの子ども達が来場する浜松こども館を有効

活用し、良き思い出をつくることで中心市街地への愛着を育んでい

く。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度の来場者数は 184,695 人（前年度 228,702 人）と

なっているが、これは施設の改修 2 か月間と新型コロナウイルス

感染症1か月、合計3か月にわたる休館期間があったためである。 

達成した（出来なか

った）理由

平成 27 年度以降来場者を増やし続け安定した来場者を確保して

きた。また、こども館の中だけではなく、街中へ出ていくイベント

も開催されており中心市街地活性化に寄与している。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症による影響により休館期間が発生して

いたが、開館後、来場者増加に向けて推進していく。 

事業の今後につい

て

こどもと子育て世代の親を中心市街地と結ぶ重要拠点であること

から、引き続き、周辺イベントと連携を図り、こども館を拠点にま

ちなかでの体験事業など、さらなる集客とまちなかへの回遊促進を

図っていく。 
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４. 今後の対策
主要事業は概ね順調に進捗している。今後も、必要な改修やリニューアルを行いながら魅力的

なコンテンツ、イベントを開催していくことで、さらなる来場者の増加を目指す。また、まちづ

くり団体や商店街との連携によるイベント等の情報を発信し、公共施設来場者のまちなかへの回

遊性の向上につなげていく。
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個別目標

「中心市街地の居住人口」※目標設定の考え方認定基本計画 P.105～P.107 参照 

１．調査結果の推移

※調査方法：浜松市人口統計情報による（住民基本台帳による情報） 

※調 査 月：令和２年１月 

※調査主体：浜松市 

※調査対象：認定区域居住者 

２．目標の達成状況【Ｂ２】
居住人口については、駅前周辺のマンション需要が堅調であることから、今後も居住人口は増

加するものと思われる。なお、居住人口の目標未達成については、再開発事業のタワーマンショ

ンの入居が計画期間中に間に合わなかったものと、優良建築物等整備事業におけるマンション 2
棟分のうち 1棟分が計画期間中に実施できなかったことによるものである。

年 （単位：人）

H25 11,359

（基準年値）

H26 11,593

H27 11,614

H28 11,707

H29 11,670

H30 11,832

R1 11,974

R1 13,100

（目標値）
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14,000
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中心市街地の居住者数
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３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果）

①．旭・板屋 A地区第一種市街地再開発事業（旭・板屋 A地区市街地再開発組合） 

事業実施期間 平成２７年度～令和元年度【済】 

事業概要 市街地再開発事業により、本地区における土地の合理的かつ健全な

高度利用と都市機能の更新及び集積を図り、駅正面に都心拠点を形

成することで中心市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等）（国土交通省） 

平成 27年度～令和元年度 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度にＡ-1地区の建築工事が概ね計画通りに竣工した。 

（２４６戸完売）

達成した（出来なか

った）理由

マンション購入者（２４６戸）の入居が計画期間中に間に合わなか

ったため目標数値に向けての居住人口増加に寄与できなかった。 

計画終了後の状況

（事業効果）

令和２年６月以降より順次当該マンションへの入居が開始されて

いる。

事業の今後につい

て

事業完了

②．常磐町優良建築物等整備事業（民間事業者）

事業実施期間 平成２７年度～令和元年度【済】 

事業概要 中心市街地への居住ニーズが高まる中、土地の高度利用を図り、本

地区における快適な居住空間を提供する。 

居住機能を高めることは「快適な都心生活空間の創出」を目標とす

る中心市街地の活性化に資する事業である。 

国の支援措置名及

び支援期間

社会資本整備総合交付金（優良建築物等整備事業）（国土交通省） 

平成 27年度～令和元年度 

目標値・最新値及び

達成状況

平成２９年度に着手した第 1 期工事が令和元年度に竣工し、順次

購入者が入居した。（１７２戸）

達成した（出来なか

った）理由

計画期間中の入居が間に合わなかった。 

計画終了後の状況

（事業効果）

順次、入居中であり、第２期工事について、民間事業者検討中

事業の今後につい

て

当該事業については完了

４. 今後の対策
主要事業は概ね順調に進捗したものの大型マンションの入居が計画期間中に間に合わなかった

ことから、今後も当該マンションへの入居が開始されれば大きく居住人口も増加していく。 

なお、駅前のマンション需要は堅調であることから、引き続き、マンション建設は民間事業者

によって建設されていくため、必要に応じて支援をしていく。
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個別目標

「空き店舗区画数」※目標設定の考え方認定基本計画 P.108～P.110 参照 

         ※対象地域：都市再生緊急整備地域４０ｈa 

１．調査結果の推移

※調査方法：調査員が住宅地図を基に実際対象箇所を回り確認 

※調 査 月：令和元年１０月 

※調査主体：浜松市 

※調査対象：都市再生緊急整備地域４０ｈa内の空き区画 

２．目標の達成状況【Ｂ２】
主要事業自体は進捗しているものの、高齢化による閉店や老朽化によるビルの取り壊しなどに

より事業効果が追い付いていない状況であったため、目標数値には及ばなかった。 

令和元年度には、まちなかのにぎわいを取り戻しつつある中で空き店舗区画数も回復基調に入

ったかと思われたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、閉店、廃業等も出ている状況で

あり悪化していく可能性が高い。 

今後は、これまでの取り組みを踏まえつつ、リノベーションの手法等を用いて、また、地元企

業等と連携しながら商店街の再興やにぎわい創出が図れるよう事業を検討、実施していく。 

年 （単位：区画）

H26 71

（基準年値）

H27 88

H28 82

H29 90

H30 87

R1 68

R1 53

（目標値）
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空き区画数
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３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果）

①．都心既存ストックの利活用事業（浜松市・まちづくり組織） 

事業実施期間 平成２６年度～【実施中】 

事業概要 都心の遊休不動産（既存ストック）の活用を目指して、地域の実情

にあったリノベーション等による商業等の業務機能の再生を図る

とともに、サブリース事業の実施主体となる組織及び人材を育成

し、継続的な事業実施を目指すことで中心市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度には、通常のリノベーションスクールに加えて、地元の

企業28社が参加したリノベーションスクール企業版を開催した。

企業版おいても郊外の有名店舗が中心市街地への出店を決め、地元

商店街とのコラボレーションを企画するなど好循環に向けて地道

な努力が実ってきている感がある。 

また、中心市街地活性化に意欲ある人材も順調に発掘している。 

達成した（出来なか

った）理由

想定していた以上に閉店や廃業に加えて高齢化による閉店や老朽

化によるビルの取り壊しなどがあり、事業効果が追い付いていない

状況であったため、目標数値には及ばなかった。 

計画終了後の状況

（事業効果）

これまでリノベーションスクールにおいて22物件中11物件が事

業化されており、また、企業版においても新たな提案が出ているこ

とから今後事業効果が発揮されるものと考えている。

事業の今後につい

て

当該事業は継続的に実施していくことで、点を面にできる事業であ

るため引き続き実施していく。

②．創造都市浜松推進事業（浜松市・まちづくり組織）【再掲】

事業実施期間 平成２７年度～【実施中】

事業概要 官民が連携して遊休不動産のリノベーション等によるインキュベ

ート施設、シェアオフィス等を設置・運営するとともに、雑貨市『ま

るたま市』を開催しながら、将来、中心市街地で創業するクリエイ

ター等の掘り起こしや誘発を推進していくことで、中心市街地に好

循環を生み出す仕組みを構築する。

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度もまるたま市を、年１回４日間を年１回２日間と変更し

たものの引き続き開催した。出店数は約１００店舗（前年度２０２

店舗）ならびに来場者数 7,200 人（前年度 18,900 人）と年々定着

してきており、起業候補者の発掘・育成に寄与している事業と言え

る。商店街等への新規出店数の増加に繋げることが課題となってい

るため、他事業とも連携をしていく必要がある。

達成した（出来なか

った）理由

イベントとしての「まるたま市」の集客力は定着していることもあ

り安定していた。

計画終了後の状況

（事業効果）

起業、創業を目指すクリエイターの発掘を目的として「まるたま市」

を引き続き実施する。

事業の今後につい

て

「まるたま市」は継続開催しつつ、浜松まちなかにぎわい協議会が

運営しているコワーキングスペース等の施設「Ａｎｙ」を有効活用

しながら起業、創業を支援していく。
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③．浜松こども館を核としたまちなか子育て支援事業（浜松市・指定管理者）【再掲】 

事業実施期間 平成２６年度～【実施中】 

事業概要 これからの中心市街地をつくるのは、これからの子どもたちという

コンセプトのもと、多くの子ども達が来場する浜松こども館を有効

活用し、良き思い出をつくることで中心市街地への愛着を育んでい

く。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度の来場者数は 184,695 人（前年度 228,702 人）と

なっているが、これは施設の改修 2 か月間と新型コロナウイルス

感染症1か月、合計3か月にわたる休館期間があったためである。 

達成した（出来なか

った）理由

平成 27 年度以降来場者を増やし続け安定した来場者を確保して

きた。また、こども館の中だけではなく、街中へ出ていくイベント

も開催されており中心市街地活性化に寄与している。 

計画終了後の状況

（事業効果）

新型コロナウイルス感染症による影響により休館期間が発生して

いたが、開館後、来場者増加に向けて推進していく。 

事業の今後につい

て

こどもと子育て世代の親を中心市街地と結ぶ重要拠点であること

から、引き続き、周辺イベントと連携を図り、こども館を拠点にま

ちなかでの体験事業など、さらなる集客とまちなかへの回遊促進を

図っていく。 

④．浜松市商業者連携促進支援事業（浜松市）

事業実施期間 平成２２年度～【実施中】 

事業概要 商店街の活性化を目的として、商業者が自ら課題を抽出し、課題解

決のために考え実行することで、中心市街地活性化の商業者による

主体者形成及び賑わい創出に寄与する。 

国の支援措置名及

び支援期間

中心市街地活性化ソフト事業（総務省） 

（平成２７年度～令和元年度） 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度は、新規補助件数４件、1,850千円（前年度８件、4,623

千円）の実績となった。

達成した（出来なか

った）理由

空き店舗解消も含めて商店街の魅力アップに対して補助金を交付

しているが、直近で空き店舗を埋められるような申請等はなかっ

た。 

計画終了後の状況

（事業効果）

商店街独自の取り組みにより空き店舗対策を実施している商店街

も出てきており、民間活力を活かすことが出来ている。

事業の今後につい

て

空き店舗等の対策については、商店街そのものの魅力向上も必要で

あるため、引き続き実施していく。 

なお、令和 2 年度より空き店舗に入居する場合の敷金補助を当該

補助金の交付要綱に加えて実施している。

４. 今後の対策
主要事業は概ね順調に進捗している。中心市街地の大型の再開発事業も進展がないことから、

リノベーションの手法等を継続的に実施していくことで、意欲のある人材、企業の発掘や起業に

よる空き店舗等の利活用を推進していくとともに、商店街の魅力を向上し、空き店舗に出店した

くなる商店街となるよう官民連携による取り組みを推進していく。 
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個別目標

「法人数（参考指標）」※目標設定の考え方認定基本計画 P.111～P.112 参照 

１．調査結果の推移

※調査方法：法人市民税を申告している法人のうち計画区域内に属する法人数を抽出 

※調 査 月：令和２年１月 

※調査主体：浜松市 

※調査対象：法人市民税を申告している計画区域内の法人 

２．目標の達成状況【Ａ】
主要事業は概ね順調に進捗してきたため目標を達成することができた。 

具体的には、主要事業を推進するとともに、ベンチャー企業の支援、サテライトオフィスの設

置や中心市街地への市外からのオフィス出店補助等により、新たな企業の誘致を積極的に推進し

てきた効果があったものと思われる。 

今後は、引き続き、主要事業を推進しながら、商店街への出店者を増加させるため、他事業と

の連携を検討し、中心市街地全体に効果を波及させていく。 

年 （単位：社）

H26 1,152

（基準年値）

H27 1,134

H28 1,160

H29 1,198

H30 1,186

R1 1,215

R1 1,167

（目標値）
1,040

1,060

1,080

1,100

1,120

1,140

1,160

1,180

1,200

1,220

H26 H27 H28 H29 H30 R1

法人数
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３．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果）

①．都心既存ストックの利活用事業（浜松市・まちづくり組織）【再掲】 

事業実施期間 平成２６年度～【実施中】 

事業概要 都心の遊休不動産（既存ストック）の活用を目指して、地域の実情

にあったリノベーション等による商業等の業務機能の再生を図る

とともに、サブリース事業の実施主体となる組織及び人材を育成

し、継続的な事業実施を目指すことで中心市街地の活性化を図る。 

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし 

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度には、通常のリノベーションスクールに加えて、地元の

企業28社が参加したリノベーションスクール企業版を開催した。

企業版おいても郊外の有名店舗が中心市街地への出店を決め、地元

商店街とのコラボレーションを企画するなど好循環に向けて地道

な努力が実ってきている感がある。 

また、中心市街地活性化に意欲ある人材も順調に発掘している。 

達成した（出来なか

った）理由

想定していた以上に閉店や廃業に加えて高齢化による閉店や老朽

化によるビルの取り壊しなどがあり、事業効果が追い付いていない

状況であったため、目標数値には及ばなかった。 

計画終了後の状況

（事業効果）

これまでリノベーションスクールにおいて22物件中11物件が事

業化されており、また、企業版においても新たな提案が出ているこ

とから今後事業効果が発揮されるものと考えている。

事業の今後につい

て

当該事業は継続的に実施していくことで、点を面にできる事業であ

るため引き続き実施していく。

②．創造都市浜松推進事業（浜松市・まちづくり組織）【再掲】

事業実施期間 平成２７年度～【実施中】

事業概要 官民が連携して遊休不動産のリノベーション等によるインキュベ

ート施設、シェアオフィス等を設置・運営するとともに、雑貨市『ま

るたま市』を開催しながら、将来、中心市街地で創業するクリエイ

ター等の掘り起こしや誘発を推進していくことで、中心市街地に好

循環を生み出す仕組みを構築する。

国の支援措置名及

び支援期間

国の支援措置なし

目標値・最新値及び

達成状況

令和元年度もまるたま市を、年１回４日間を年１回２日間と変更し

たものの引き続き開催した。出店数は約１００店舗（前年度２０２

店舗）ならびに来場者数 7,200 人（前年度 18,900 人）と年々定着

してきており、起業候補者の発掘・育成に寄与している事業と言え

る。商店街等への新規出店数の増加に繋げることが課題となってい

るため、他事業とも連携をしていく必要がある。

達成した（出来なか

った）理由

イベントとしての「まるたま市」の集客力は定着していることもあ

り安定していた。

計画終了後の状況

（事業効果）

起業、創業を目指すクリエイターの発掘を目的として「まるたま市」

を引き続き実施する。

事業の今後につい

て

「まるたま市」は継続開催しつつ、浜松まちなかにぎわい協議会が

運営しているコワーキングスペース等の施設「Ａｎｙ」を有効活用

しながら起業、創業を支援していく。
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４. 今後の対策
これまでリノベーションスクールや創業支援、民間事業者、まちづくり団体等によるコワーキ

ングスペース等の運営による起業、創業支援を積極的に推進してきた。 

また、ベンチャー企業支援、サテライトオフィスの設置や中心市街地に市外からオフィスを出

店する際の補助金により、新たな企業の誘致を積極的に推進してきた。 

結果として、中心市街地における法人数は順調に増加していることから、今後も引き続き、こ

れまでの取り組みを継続的に実施しながら、新たな官民連携による取り組みを検討、実施してい

く。 


